
株式会社イトーヨーカ堂による訪問販売サービス 
～ 小 売 業 に よ る 新 た な 販 売 サ ー ビ ス の 展 開 ～ 

  （株）イトーヨーカ堂では、老人介護施設を訪問し、施設内の食堂やホールなどに“イトーヨーカドーの売場

“を設けて施設内の方に買い物を楽しんでもらう「ふれあいショッピング」を実施している。販売する商品は、

イトーヨーカドーの店舗で取り扱っている商品（生鮮食品、お酒、たばこなどを除く）を用意し、当日の店頭価

格と同じ値段で販売している。開催頻度としては、衣料品を中心に販売する場合は年に３回～４回、食品を

中心に販売する場合は月１回程度実施している。  

  イトーヨーカドーは老人介護施設などに入居している

方々に買い物をする機会を提供するために、「ふれあい

ショッピング」を２００４年３月から開始した。「ふれあい

ショッピング」は施設のオーナーや介護スタッフの方から

「ご入居者に『自分で商品を見て、欲しいものを選ぶ』とい

うお買い物の楽しさを味わってもらいたい」という要望に

基づき、施設内に“イトーヨーカドーの売り場”を設置する

販売形態としている。２００９年 は７８店舗が、２６０カ所の

老人介護施設で、延べ１，０３６回の「ふれあいショッピン

グ」を実施している。 

 

  実  施  地  区：全国のイトーヨーカドー店舗の近隣地区   

 販  売  商  品：生鮮食品（肉や魚など）、お酒、タバコを除く店舗で扱っている商品 

           販売商品は事前に要望を聞いて選択   

 開 催  頻  度：衣料品を中心に販売する場合は年３～４回  

           食品を中心に販売する場合は月１回程度の開催 

■我が国の人口の推移と見通し 

資料：少子化社会白書（Ｈ21年版） 
  注１：実績値（1920～2008年）は総務省「国勢調査」、「人口推計（各年10月1日現在推計人口）」、 
     推計値（2009～2055年）は国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成18年12月推計）」 
          の中位推計による。 
  注２：1941～1943年は、1940年と1944年の年齢3区分別人口を中間補間した。1946～1971年は沖縄県を含まない。 
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○自分で商品を見て手に取り選べるという買い物の楽しさを提供している。 

○入居中の買い物という楽しみが増えて施設内の活性化につながった。 

○施設の外に出ることがないので安心して買い物を楽しめている。 

○入居者だけでなく、介護スタッフが行う買い物の回数が減り不便を解消している。 

○実施店舗の拡大、実施回数の増加、施設の入居者の方の声をもとにした商品の入れ替えなどに積極的

に取組み、売上を増加させるよう努めている。 

○一部の店では、月1回の「ふれあいショッピング」に加え、週1回程度食品を中心に買い物代行サービスも

実施している。 

○実施店舗数や対象施設数、実施頻度を見直しながら社会貢献と経済性の両立を図っていく。 

○入居者の方の声をもとにした商品の入れ替えなどを行い、喜んで頂ける取組を継続していく。 

【問い合わせ先】  株式会社イトーヨーカ堂  
             住所：東京都千代田区二番町８番地８  
             電話：03-6238-2111（代表）  
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